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公益社団法人日本心理学会研究集会等助成金 成果報告書 

 

代 表 者 氏 名 内田 勝也 所 属 情報セキュリティ大学院大学 
名誉教授 

研究会等名称 情報セキュリティ心理学研究会 

 
成 果 概 要 １）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください） 

会員  ９名（うち認定心理士 １名） 
非会員 ８名（うち認定心理士 ０名） 

２）集会等の目的・成果等 
（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください） 

(1) 月例会（2022.04～2023.03） 

今年度も 12 回の月例会を実施した。 

「2022 年度各回概要」に各回の概要を記した。 

３）新型コロナと研究会開催について 
• 今年，研究会は全てオンラインの開催になり，参加しやすいと考えてえ

ていたが，全体的には参加者が減っている． 
• 2022 年度は，新型コロナの影響もあり，オンラインを定着させ，60～

120 分を一人で報告するだけでなく，複数の方々に抱えている課題を提

供することを考え，10 月にテスト的に実施したが．一人で 2 時間の報

告をするのは躊躇するが，30 分程度を複数で行うことには，あまり抵

抗がなかったのか，次回の希望者があり，結局，2 日月で，７名の希望

があっり，10 月＆11 月に実施した（次ページ 図参照）． 
• 外部から講師２名をお願いし，お話を頂いた．セキュリティへのアプロ

ーチの方法やベンダー中心の国際会議の情報をうることができた． 

４）書籍 
• 以下の２冊が上梓されました． 
 教育の方法・技術と ICT 

教育における ICT の活用を考えるものですが，当然，セキュリティも

大切な要素ですが，事件・事故が発生してから対応するものではない

ですが，教職課程で『セキュリティ』を取り上げていくことは大切だ

と考えています． 

 セキュリティ心理学入門 

本来，セキュリティ分野は，『総合科学』だと指摘がありますが，国

内では，セキュリティ技術中心であり，管理・運用については，誰で

もできるとの考えが強かった感じを受けてきました． 

そのような考えを打破するためにも，書籍の出版は重要だと考えてき

ましたが，やっと昨年 上梓できた． 

優勝で終わった WBC での監督の対応は明らかに『心理的安全性』（CRM 

や Team STEPPS）に基づいており，今年は，セキュリティ分野でも人

間の課題が重要になりそうだと考えている． 
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 2020年度 セキュリティ心理学研究会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
28日 27日 24日 29日 26日 30日 28日 25日 16日 27日 17日 24日

い 五十嵐秀子 ●

え 遠藤 美貴恵 ● ●

え 江田　浩之 ● ● ●

お 尾崎　幸彦 ●

お 岡地　義隆 ●

お 大森　しずか ●

き 清成　智也 ●

き 木村　昌弘 ● ● ● ● ● ● ●

さ 貞広　憲一 ● ● ●

す 須之内伸恵 ● ● ● ●

す 鈴木　隆明 ● ● ● ● ● ● ● ●
せ 関口　啓貴 ● ● ● ●

せ 関口　早苗 ●

た 高橋　　優 ● ●

た 瀧野　　修 ● ● ● ●

た 立入　健太郎 ● ● ● ● ● ● ● ●

た 髙部　涼成 ●

な 中西　輝夫 ● ● ● ● ● ● ● ●

な 永野　恵寿 ● ● ● ● ● ● ● ●

な 中村　和哉 ● ●

な 長尾　典子 ● ●

に 西本　実苗 ● ● ● ●

は 畑上　英樹 ●

ひ 廣海　緑里 ● ● ● ●

ふ 藤野　　愛 ● ●

ふ 福田　　健 ●

ま 松村　克彦 ●

や 矢野　　愛 ● ● ● ●

よ 米澤　一樹 ●

い 岩崎　　瞬 ●

ま 松本 省吾 ●

は 橋本　純生 ●

内田　勝也 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

参加申請者数 1 1 1 12 13 11 14 17 11 12

参加者 & 開催日

ハードディスクのク
ラッシュで，データ
保存ができず，参加
者記録が明確でな
い．

なお，開催概要等
は，ウェブに保存し
てあり，問題はな
かったが・・・
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2023年3月30日

研究会名称 情報セキュリティ心理学研究会

研究会番号 16,010

助成金額 ¥30,000

年 月 日 項 目 金 額

2022.06.18 CISCO WebEX 利用料（12か月：年間） ¥19,668

2023.04.03 剰余金返納 ¥10,332

支出合計 ¥30,000

日本心理学会研究会           年度会計報告書


	様式３_成果報告書
	（様式3）

	00_出席者一覧
	Sheet1

	様式５_会計報告書
	研究会 会計報告書


